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６月１日現在の人口・世帯数　　
　　　　　１２６，０２２人・４９，４０５世帯
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使用料など（消費税含む）

バンガロー利用状況
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母
さ
ん
た
ち
に
は
小
・
中
学
生
時
代
の
懐
か

し
い
思
い
出
を
、
お
子
さ
ん
た
ち
に
は
た
く

さ
ん
の
冒
険
や
発
見
を
与
え
て
く
れ
る
身
近

な
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

　

今
年
も
、五
月
の
開
村
以
来
、週
末
に
は
ご

家
族
連
れ
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
ご
家
族
や
お
友
達
と
一

緒
に「
清
川
自
然
の
村
」の『
村
民
』に
な
り
、

楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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ま
も
な
く
梅
雨
明
け
、
ま
ぶ
し
い
日
差
し

に
木
々
の
緑
が
一
層
映
え
る
季
節
、
夏
本
番

が
や
っ
て
来
ま
す
。
夏
休
み
の
予
定
は
も
う

お
決
ま
り
で
す
か
。
豊
か
な
自
然
の
中
で

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
、
そ
ん
な
休
日
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

　

座
間
市
内
か
ら
車
で
お
よ
そ
一
時
間
。

「
宮
ヶ
瀬
湖
」
に
そ
そ
ぐ
中
津
川
と
そ
の
支

流
唐
沢
川
の
合
流
地
点
に
あ
る
「
市
立
清
川

自
然
の
村
」。
川
遊
び
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
野

外
炊
事
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
カ
ブ
ト

ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
捕
り
…
。
お
父
さ
ん
、
お

月曜～金曜日の午前９時～午後４時３０分受　付
時　間

市立清川自然の村利用申込書
（団体の場合は、しおり、利用者名簿なども提出）

提　出
書　類

市立青少年センター内　市教育委員会青少
年課

申し込
み先

申し込み方法

●所在地　愛甲郡清川村宮ヶ瀬字金澤１７０３番地　�０４６（２８８）３３８９
●交　通　本厚木駅　北口バス乗り場⑤番線から乗車　宮ヶ瀬行き三叉路
　　　　　下車　徒歩８０分（本厚木駅から三叉路までのバス所要時間５５分）
　　　　　※車でのご来場の際は、市駐車場をご利用ください。

※①利用期間は１１月までです。
　②１１月の利用は、土曜・日曜日、祝日の日帰りのみです。
③申し込みは、利用開始日の３カ月前（座間市民・清川村民
以外は２カ月前）から１週間前までとなっています。

１０月９日８土７金６木５水４火３月２日１土

○○△← 利 用 申 し 込 み 終 了 →

２０木１９水１８火１７月１６日１５土１４金１３木１２水１１火

×○△×○○×○○○

３１月３０日２９土２８金２７木２６水２５火２４月２３日２２土２１金

○△×△△○○○×××

７月

１０木９水８火７月６日５土４金３木２水１火

○○△△××△○△△

２０日１９土１８金１７木１６水１５火１４月１３日１２土１１金

○×○○○○○△△△

３１木３０水２９火２８月２７日２６土２５金２４木２３水２２火２１月

○○○○○×○○○○○

８月

※日帰り利用の場合は、上記の半額となります。
○寝具使用料
　毛布、ふとん、まくら…一人一組１泊につき１００円
○寝具等洗濯代
　毛布カバー、シーツ、まくらカバー洗濯代

…一人一組２泊につき２８０円
※寝具使用料と寝具等洗濯代は、日帰り利用の場合も同額です。

その他座間市民・清川村民区　分

１泊２,５２０円１泊１,６８０円４人用

１泊３,１５０円１泊２,１００円５人用

１泊３,７８０円１泊２,５２０円６人用

１泊４,４１０円１泊２,９４０円７人用

○バンガロー使用料

○空室　△一部空室あり　×満室 ６月２６日現在

［ ］
　私たちにとって、最も
身近な選挙である市議会
議員・市長選挙の日程は、
次のとおりです。

○告示日＝９月１７日（日）
○投・開票日＝９月２４日（日）
担当　　市選挙管理委員会

�０４６（２５２）８４８１
市議会議員・市長選挙◎投票日は９月２４日
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一般会計予算歳入の推移
（単位：千円）

３月末予算額補 正 額９月末予算額款
１７，２８４，９４１ ２９，２２７１７，２５５，７１４市 税
２５０，５５１１０，５５１２４０，０００地 方 譲 与 税
１３６，０２３２６，０２３１１０，０００利 子 割 交 付 金
９３２，６１８３２，６１８９００，０００地方消費税交付金
６，８４０１，２４０５，６００特別地方消費税交付金
２７８，２２６８，２２６２７０，０００自動車取得税交付金

１８２，３８８２，３８８１８０，０００
国有提供施設等所在市町村
助 成 交 付 金 等

５６４，２８４０５６４，２８４地方特例交付金
３，４５５，６０２５５，０１３３，４００，５８９地 方 交 付 税
２７，７７９０２７，７７９交通安全対策特別交付金
４７６，６２８４，０４０４７２，５８８分担金及び負担金
３８１，２２６△　 　１，７４２３８２，９６８使用料及び手数料
２，８８４，２０９８１８，８８６２，０６５，３２３国 庫 支 出 金
１，１６３，６３６９，８４０１，１５３，７９６県 支 出 金
１７１，４０２△　 　４，９５２１７６，３５４財 産 収 入
６，２５５３，５２３２，７３２寄 附 金

１，７８２，９０９３５２，５３２１，４３０，３７７繰 入 金
７１５，２１６２８５，２１６４３０，０００繰 越 金
５７９，５０８３，１９７５７６，３１１諸 収 入
１，２９９，６００△ 　３３，５００１，３３３，１００市 債
３２，５７９，８４１１，６０２，３２６３０，９７７，５１５合 計

一般会計予算歳出の推移
（単位：千円）

３月末予算額補 正 費９月末予算額款
３３０，４９１△　  　９，２０７３３９，６９８議 会 費
５，２８６，２７３６３０，７４６４，６５５，５２７総 務 費
８，９３８，７４８９９７，４５５７，９４１，２９３民 生 費
３，６７２，９１８３１，９５７３，６４０，９６１衛 生 費
１５８，１５５△　　１９，３５４１７７，５０９労 働 費
１２２，８９７△　  　２，３１７１２５，２１４農林水産業費
２３４，７５３△　  　５，１５４２３９，９０７商 工 費
４，６７０，５８２△　　７９，７０８４，７５０，２９０土 木 費
１，５６８，５２６△　  　９，１７３１，５７７，６９９消 防 費
３，４２１，２２０△　　８１，８３２３，５０３，０５２教 育 費
３，８５０，４３２△　　３５，３７６３，８８５，８０８公 債 費
６９，６６８△　  　３，５００７３，１６８諸 支 出 金
２５５，１７８１８７，７８９６７，３８９予 備 費

３２，５７９，８４１１，６０２，３２６３０，９７７，５１５合 計

一般会計予算と支出済額（歳出）�

０�１０�２０�３０�４０�５０�６０�７０�８０�９０�１００�
億円�

総 務 費 �

公 債 費 �

教 育 費 �

衛 生 費 �

土 木 費 �

民 生 費 �

消 防 費 �

そ の 他 �

予　算　額�

支出済額�

８９億３，８７４万８千円�
８３億８，１３６万３千円（９３．８％）�

５２億８，６２７万３千円�
４３億７，１４１万７千円（８２．７％）�

４６億７，０５８万２千円�
４０億６，００６万１千円（８６．９％）�

３８億５，０４３万２千円�
３８億４，７０９万１千円（９９．９％）�

３６億７，２９１万８千円�
３４億８，４３０万７千円（９４．９％）�

３４億２，１２２万円�
３１億８，７２１万５千円（９３．２％）�

１５億６，８５２万６千円�
１４億９，６４４万９千円（９５．４％）�

８億８，６１５万９千円（７５．７％）�
１１億７，１１４万２千円�

繰 入 金 �

地方交付税�

市　　　税�

国庫支出金�

市 　 債 �

地方消費税交付金�

県 支 出 金 �

そ の 他 �

繰 越 金 �

諸 収 入 �

一般会計予算と収入済額（歳入）�

０�

１７２億８，４９４万１千円�
１７０億６，２８０万２千円（９８．７％）�

３４億５，５６０万２千円�
３４億５，５６０万２千円（１００．０％）�

２８億８，４２０万９千円�
２３億２２８万２千円（７９．８％）�

１７億８，２９０万９千円�
１６億６，９９４万７千円（９３．７％）�

９億３，２６１万８千円�
９億３，２６１万８千円（１００．０％）�

１２億９，９６０万円�
９億１，３４０万円（７０．３％）�

７億１，５２１万円６千円�
７億１，５２１万円６千円（１００．０％）�

１１億６，３６３万６千円�
６億７，９７７万７千円（５８．４％）�

５億７，９５０万８千円�
５億３，３２６万７千円（９２．０％）�

２４億８，１６０万２千円�
２４億９，６２７万１千円（１００．６％）�

特別会計および企業会計の収入・執行状況
（平成１２年３月３１日現在）

執行率支出済額収入率収入済額予 算 額区　　　分

％
８５．２

千円
５，７７７，７４８

％
９２．０

千円
６，２３９，０５０

千円
６，７７８，５９５

国民健康保険事業
特 別 会 計

８９．７５，１０４，８７２９３．９５，３４２，１２２５，６９０，４８２老人保健特別会計

６８．４３，０８１，４２０７０．９３，１９３，９３５４，５０５，９１３公共下水道事業
特 別 会 計

�����９８．８２，２５５，８２２（収入）
２，２８２，９６７

水 道 事 業 会 計
９５．０２，６３３，８１７�����

（支出）
２，７７３，４４７

市の主な財産　土　地　　　　　　　　　　　　　　　  　　８２９，２９７㎡
　　　　　建　物　　　　　　　　　　　　　　　  　　２５２，７７７㎡
　　　　　基　金　　　　　　　　　　　　　　　  ３６億３，９６３万円
　　　　　有価証券等　　　　　　　　　　　　    　２億３，３７２万円
市の負債　市債の総額　　　　　　　　　　　　　    ３５１億７８０万円
　　　　　開発公社の借入金　土地　　　　　　　　    ２２億２０万円
　　　　　県企業庁からの借入金　建物　　　　 　１１億１，９６７万円
※市債には、政府が総合経済対策として行った減税施策による減収
分を補てんするための金額５０億３，６７０万円および平成９年度から交
付されることになった地方消費税交付金が平年並みに交付されない
ことによる減収分を補てんするための金額６億７，２００万円が含まれ
ています。
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市
民
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得
な
ど
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が
見
込
ま
れ

一
億
五
千
五
百
四
十
八
万
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、
市
た
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が
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数
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減

少
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見
込
ま
れ
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九
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と
な
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が
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た
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国
庫
支
出
金
は
、
主
な
も
の
と

し
て
民
生
費
関
係
で
介
護
保
険
臨

時
特
例
交
付
金
、
国
の
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
の
少
子
化
対
策
事
業

費
交
付
金
、生
活
保
護
費
負
担
金
、

保
育
所
運
営
費
負
担
金
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
補
助
金
な

ど
の
増
額
。
土
木
費
関
係
で
優
良

建
築
物
等
整
備
事
業
補
助
金
な
ど

の
増
額
。
教
育
関
係
で
実
績
等
に

よ
り
公
立
学
校
施
設
整
備
費
補
助

金
な
ど
が
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
全
体
で
は
各
種
補
助
事
業
等

の
執
行
状
況
に
合
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て
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等
の
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調
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を
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、
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一

千
八
百
八
十
八
万
六
千
円
の
補
正

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
支
出
金
は
、
民
営
鉄
道
駅
舎

垂
直
移
動
施
設
整
備
事
業
補
助

金
、
生
活
保
護
費
負
担
金
、
保
育

所
運
営
費
負
担
金
（
私
立
）、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
補
助
金

な
ど
の
増
額
、
ね
た
き
り
老
人
入

浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
補
助
金
、
重
度

障
害
者
医
療
費
給
付
補
助
金
な
ど

の
減
額
に
よ
り
全
体
で
九
百
八
十

四
万
円
の
補
正
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
民
営
鉄
道
駅

舎
垂
直
移
動
施
設
整
備
事
業
関
連

で
の
特
別
交
付
税
の
増
な
ど
に
よ

り
、
五
千
五
百
一
万
三
千
円
の
補

正
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
地
域
福
祉
ふ
れ
あ

い
基
金
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
基
金
、
交
通
対
策
基
金
な
ど
に

皆
さ
ん
の
心
暖
ま
る
浄
財
が
寄
せ

　本市では、市の財政状況を市民の皆さんに
広く知っていただくため、毎年３回の公表を
行っています。今回は、平成１１年度下半期
（平成１１年１０月１日～平成１２年３月３１日）の
財政状況について、一般会計を中心にお知ら
せします。
　平成１１年度の一般会計予算は、平成１１年９
月末現在の３０９億７，７５１万５千円に４回の補正
額１６億２３２万６千円を加え、総額３２５億７，９８４万
１千円となっています。

担当　　　財政課�０４６（２５２）８４０４
�０４６（２５５）３５５０

予算総額３２５億円に
平成１１年度下半期の財政状況

全
体
で　

億
円
を
増
額

１６

収
入
済
額
３
０
７
億
６
千
万
円
に

歳入

民
生
費
は
９
億
９
千
万
円
を
増
額

執
行
率
は　

パ
ー
セ
ン
ト

９１

歳出

ら
れ
、
三
百
五
十
二
万
三
千
円
の

補
正
増
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

繰
入
金
は
、
老
人
保
健
特
別
会

計
か
ら
の
平
成
十
年
度
分
精
算
に

よ
る
繰
入
れ
の
ほ
か
、
職
員
退
職

手
当
基
金
繰
入
金
、
緑
地
保
全
基

金
へ
の
繰
入
れ
を
増
額
し
、
全
体

で
は
三
億
五
千
二
百
五
十
三
万
二

千
円
の
補
正
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
債
は
、
小
学
校
義
務
教
育
施

設
大
規
模
改
造
事
業
債
な
ど
が
増

額
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
実
績

に
よ
り
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
債
、
中
学
校
義
務
教
育
施
設

大
規
模
改
造
事
業
債
、
小
学
校
義

務
教
育
施
設
事
業
債
な
ど
が
減
額

と
な
り
、
全
体
で
三
千
三
百
五
十

万
円
の
補
正
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
十
一
年
度
の
歳
入

予
算
の
う
ち
、
三
月
末
ま
で
に
三

百
七
億
六
千
百
十
八
万
二
千
円
が

収
入
済
み
で
、
収
入
率
は
九
四
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　

収
入
済
額
で
最
も
多
い
の
は
、

市
税
の
百
七
十
億
六
千
二
百
八
十

万
二
千
円
、
次
に
地
方
交
付
税
三

十
四
億
五
千
五
百
六
十
万
二
千

円
、
国
庫
支
出
金
二
十
三
億
二
百

二
十
八
万
二
千
円
と
続
い
て
い
ま

す
。（
右
上
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

総
務
費
は
、
財
政
調
整
基
金
に

二
億
八
千
四
百
八
十
二
万
七
千

円
、
公
共
用
地
取
得
基
金
に
一
億

四
千
九
百
七
十
四
万
九
千
円
を
積

み
立
て
る
な
ど
の
増
額
補
正
の
ほ

か
、
文
書
郵
配
送
経
費
の
減
額
補

正
な
ど
執
行
状
況
を
考
慮
し
た
増

減
で
、
全
体
で
は
六
億
三
千
七
十

四
万
六
千
円
の
補
正
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

民
生
費
は
、
介
護
保
険
導
入
基

金
積
立
金
に
五
億
一
千
四
百
六
十

五
万
九
千
円
、
生
活
保
護
法
定
扶

助
事
業
費
一
億
四
千
五
百
十
万
七

千
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
一
億
四
千
七
十

二
万
七
千
円
な
ど
の
増
額
の
ほ

か
、
障
害
者
や
お
年
寄
り
の
方
々

に
対
し
駅
利
用
の
利
便
性
や
安
全

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
国
・
県
・

市
・
鉄
道
事
業
者
が
事
業
費
を
そ

れ
ぞ
れ
負
担
し
、
相
武
台
前
駅
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
四
基
を
設
置
す
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
と
し
て
、

民
営
鉄
道
駅
舎
垂
直
移
動
施
設
整

備
事
業
に
一
億
三
千
百
九
万
八
千

円
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て

の
児
童
福
祉
少
子
化
対
策
事
業
費

に
七
千
八
十
六
万
一
千
円
を
増
額

す
る
一
方
、
介
護
保
険
管
理
経
費

三
千
七
百
十
二
万
五
千
円
、
寝
た

き
り
老
人
等
入
浴
サ
ー
ビ
ス
運
営

事
業
費
三
千
百
九
十
六
万
二
千
円

な
ど
を
減
額
し
、
全
体
で
九
億
九

千
七
百
四
十
五
万
五
千
円
の
補
正

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
老
人
保
健
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
四
千
七
百
三
十
六

万
円
、
予
防
接
種
事
業
費
一
千
七

百
万
円
、
高
齢
者
医
療
事
業
費
一

千
六
十
万
六
千
円
な
ど
を
増
額
し

ま
し
た
が
、
資
源
物
分
別
収
集
事

業
費
八
百
四
十
四
万
八
千
円
、
が

ん
検
診
事
業
費
六
百
二
十
三
万
二

千
円
な
ど
を
減
額
し
、
執
行
実
績

を
考
慮
し
全
体
で
三
千
百
九
十
五

万
七
千
円
の
補
正
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

土
木
費
は
、
相
武
台
前
駅
周
辺

再
開
発
事
業
費
（
相
武
台
二
丁
目

地
区
）
を
緊
急
経
済
対
策
に
伴
う

国
庫
補
助
を
受
け
七
千
四
百
三
十

六
万
円
な
ど
の
増
額
補
正
の
ほ

か
、
執
行
実
績
に
よ
る
市
道
道
路

改
良
事
業
費
八
千
十
万
四
千
円
、

市
営
住
宅
大
規
模
修
繕
事
業
費
一

千
三
百
六
十
一
万
二
千
円
、
道
路

舗
装
補
修
事
業
費
一
千
百
万
円
な

　

な
か
で
も
予
算
に
占
め
る
割
合

が
一
番
多
い
民
生
費
は
、
八
十
三

億
八
千
百
三
十
六
万
三
千
円
が
支

出
済
み
で
、
執
行
率
は
九
三
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
。
主
に
障
害
者
や
お

年
寄
り
の
方
々
へ
の
扶
助
費
、
保

育
園
・
児
童
館
の
管
理
運
営
費
な

ど
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
多
い
総
務
費
は
、
庁
舎
維

ど
を
減
額
し
、
全
体
で
七
千
九
百

七
十
万
八
千
円
の
補
正
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

消
防
費
は
、
備
蓄
品
等
整
備
経

費
や
消
防
水
利
施
設
維
持
管
理
事

業
費
な
ど
を
執
行
実
績
に
よ
り
減

額
し
、
全
体
で
九
百
十
七
万
三
千

円
の
補
正
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
国
の
緊
急
経
済
対

策
と
し
て
の
少
子
化
対
策
事
業
に

つ
い
て
七
千
九
百
八
万
円
の
補
正

増
の
ほ
か
、
小
中
学
校
の
施
設
整

備
事
業
費
や
施
設
維
持
管
理
事
業

費
な
ど
を
執
行
実
績
か
ら
減
額

し
、
全
体
で
八
千
百
八
十
三
万
二

千
円
の
補
正
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
歳
出
予
算
額
に
対
す
る

執
行
状
況
は
、
三
月
末
ま
で
に
二

百
九
十
七
億
一
千
四
百
六
万
二
千

円
を
支
出
し
、
執
行
率
は
九
一
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

持
管
理
事
業
費
や
電

子
計
算
業
務
費
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
経

費
、
基
金
の
積
立
金

な
ど
総
額
四
十
三
億

七
千
百
四
十
一
万
七

千
円
を
支
出
し
、
執

行
率
は
八
二
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

続
い
て
土
木
費

は
、
道
路
改
良
・
維

持
補
修
事
業
費
や
公
園
緑
地
事
業

費
、
公
園
等
維
持
管
理
運
営
経
費

な
ど
総
額
四
十
億
六
千
六
万
一
千

円
を
支
出
し
、
執
行
率
は
八
六
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

続
い
て
公
債
費
は
、
市
債
の
元

利
償
還
金
や
一
時
借
入
金
の
利
子

を
三
十
八
億
四
千
七
百
九
万
一
千

円
支
出
し
、
執
行
率
は
九
九
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
衛
生
費
は
、
三
十
四
億

八
千
四
百
三
十
万
七
千
円
が
支
出

済
み
で
、執
行
率
は
九
四
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
。
主
に
塵
芥
収
集
や
資
源

物
回
収
の
た
め
の
経
費
、
ま
た
高

齢
者
医
療
事
業
費
、
予
防
接
種
事

業
費
、
基
本
健
康
審
査
事
業
費
な

ど
の
経
費
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
教
育
費
は
、
小
中
学
校

施
設
整
備
や
維
持
管
理
事
業
費
、

市
民
体
育
館
や
文
化
会
館
の
管
理

運
営
経
費
、
教
育
振
興
運
営
費
な

ど
総
額
三
十
一
億
八
千
七
百
二
十

一
万
五
千
円
を
支
出
し
、
執
行
率

は
九
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。
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総
合
的
で
計
画
的
な
行
政
改
革
の

取
り
組
み
を
目
指
し

☆試験区分

受　　験　　資　　格採用人員職　　　種

昭和５０年４月２日以降生まれで、学校教育法による大学を卒業又は平
成１３年３月までに卒業見込みの者及び同程度の知識を有する者

６人程度

一般事務Ａ

事　
　

務　
　

職

昭和５２年４月２日以降生まれで、学校教育法による短期大学を卒業又
は平成１３年３月までに卒業見込みの者及び同程度の知識を有する者

一般事務Ｂ

昭和５４年４月２日以降生まれで、学校教育法による高等学校を卒業又
は平成１３年３月までに卒業見込みの者及び同程度の知識を有する者

一般事務Ｃ

昭和５２年４月２日以降生まれで、保育士の資格を有するか平成１３年３
月までに取得見込みの者

４人程度保　育　士

昭和４０年４月２日以降生まれで、普通自動車運転免許（オートマチッ
ク車限定免許は、除く。）を有する者

１人程度
自動車運転手
兼清掃作業員
（ごみ収集等業務）

技
能
労
務
職

１人程度
自動車運転手
兼衛生作業員
（し尿収集等業務）

昭和２５年４月２日以降生まれの者３人程度
（保育所の）
給 食 調 理 員
兼庁務作業員

昭和４０年４月２日以降生まれの者２人程度
（学校の）
給食調理員

昭和５４年４月２日以降生まれで、学校教育法による高等学校を卒業又
は平成１３年３月までに卒業見込みの者及び同程度の知識を有する者

３人程度消　防　職

☆申込方法等　　受験案内と採用試験申込書は、７月３日（月）から職員課（４階）で配布します。
　　　　　　　受け付けは、７月６日（木）、７日（金）および１０日（月）の３日間行います。
　　　　　　　　受付時に事前面談を行いますので、申込書を職員課へ直接本人が持参してくだ

さい。
　　　　　　　配布および受け付けは、土曜、日曜日を除く次の時間に行います。
　　　　　　　　①配布　午前８時３０分から午後５時まで
　　　　　　　　②受け付け　午前９時から正午および午後１時から４時まで
☆第１次試験日　①事務職（一般事務Ｃを除く）＝７月３０日（日）
　　　　　　　　②一般事務Ｃ、技能労務職、消防職＝１０月２２日（日）
☆試験会場　　　① 事務職（一般事務Ｃを除く）＝市立南中学校（予定）
　　　　　　　　② 一般事務Ｃ、技能労務職、消防職＝市役所会議室（予定）
※その他　詳しくは、担当へ　　　　　　　　　　　　　担当　職員課　�０４６（２５２）７９１１　

市職員を募集７月６日～１０日が受付期間 採用は平成１３年４月

　

新
し
い
世
紀
を
目
前
に
し
て
社

会
経
済
の
状
況
は
大
き
な
変
革
の

時
期
に
直
面
し
、
地
方
自
治
体
に

は
多
種
多
様
な
行
政
課
題
が
登
場

す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
一
括

法
の
施
行
に
伴
う
地
方
分
権
が
実

　

昭
和
六
十
二
年
十
月
か
ら
運
用
し
て
き
ま
し
た
公
文
書

公
開
条
例
が
、
今
年
二
月
二
十
八
日
よ
り
情
報
公
開
条
例
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
一
年
度
情
報
公
開
制
度
の
請
求
者
数
は
十
五
人

で
、
請
求
件
数
は
百
三
件
、
そ
の
ほ
か
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況

平成１１年度
情報公開運用状況

１０３請求件数

 ７３全部公開処
理
内
容

 ２７部分公開

　３非公開

　０不服申立て

（件）

行
の
段
階
を
迎
え
る
な
ど
、
行
政

改
革
へ
の
取
り
組
み
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
で

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
下
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら

本
格
的
な
行
政
改
革
に
取
り
組

み
、
現
在
進
め
て
い
る
第
二
次
行

政
改
革
大
綱
（
平
成
八
年
度
か
ら

十
二
年
度
）
で
は
、「
経
費
節
減
と

負
担
の
公
平
の
確
保
」「
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底
」

な
ど
六
基
本
方
針
と
「
事
務
事
業

の
見
直
し
」
や
「
財
政
運
営
の
健

全
化
」な
ど
六
項
目
の
重
点
改
革
、

改
善
項
目
を
掲
げ
て
そ
の
実
現
を

目
指
し
、行
財
政
運
営
の
総
合
的
、

計
画
的
な
改
革
と
改
善
、
適
正
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
行
政
改
革
審
議
会

（
清
水
完
至
会
長
）
で
の
審
議
を

経
て
、
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
に

お
け
る
四
年
間
（
平
成
八
年
度
か

ら
十
一
年
度
）
の
行
政
改
革
の
成

果
額
を
二
十
一
億
六
百
五

十
七
万
九
千
円
と
し
て
ま

と
め
、
ま
た
、
十
一
年
度

の
行
政
改
革
の
取
り
組
み

実
績
、
十
二
年
度
の
取
り

組
み
目
標
を
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当　
　
　

企
画
政
策
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
２

８
９

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５

５
０

　

取
り
組
み
総
数
は
六
十
一
件

で
、
そ
の
内
二
十
五
件
で
増
収
ま

た
は
経
費
削
減
を
理
由
と
し
た
効

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、

職
員
数
の
十
人
削
減
、
各
種
補
助

金
の
見
直
し
、
上
水
・
下
水
道
台

帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
省
力
化

と
委
託
費
の
削
減
、
旅
費
日
当
の

見
直
し
や
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直

し
な
ど
で
、
総
額
で
は
四
億
四
千

九
百
四
十
七
万
七
千
円
の
効
果
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
総
数
は
五
十
二
件
以

上
を
目
標
と
し
て
、
各
種
補
助
金

の
見
直
し
、
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム

や
源
泉
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
る
効
率
化
と
省
力
化
、
借
入
利

率
の
変
更
お
よ
び
一
時
借
入
金
の

入
札
制
に
よ
る
利
息
の
軽
減
、
繰

上
げ
償
還
等
に
よ
る
利
息
の
軽
減

な
ど
の
改
革
改
善
を
行
い
、
二
億

六
百
十
万
円
以
上
の
効
果
額
を
目

標
に
行
政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

な
お
、
重
点
改
革
、
改
善
事
項
別

に
ま
と
め
た
十
一
年
度
の
取
り
組

み
実
績
お
よ
び
十
二
年
度
の
取
り

組
み
目
標
に
つ
い
て
は
、
上
表
の

と
お
り
で
す
。

今月のロビーコンサート
恋におちて…

○と　き　７月１２日（水）午後０時２０分～４０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○曲　目　オペラ「蝶々夫人」より　ある晴れた日に

（プッチーニ）、初恋（越谷達之助）ほか
○演奏者　ソプラノ　三廻部浩子　ピアノ　月足恭子

平成１１年度の取り組み実績および１２年度の取り組み目標

件
数

平成１２年度
件
数

平成１１年度
重点改革・改善事項

主な取り組み目標主な取り組み実績

２９

・例規執行サポートシステムの導入
・人事給与管理システムの開発
・ごみ集積所コンピュータ入力化
・公共料金支払い事前通知サービスの導入
・源泉徴収データ集計等システムの導入
・附属機関等の見直し・審議会定数の見直し
・再生化による有効利用を図るための方策の検討
・庁用車の適正化と軽量化（継続）
・防犯灯業務の事務の見直し
・ごみの減量化・再資源化の促進（肥料化）
・公共財産への対応（有効活用に基づく市有地の売却）
・ＩＳＯ環境改善事業
・市借上公営賃貸住宅制度の導入
ほか

３１

・庁用車の適正化と軽量化
・下水道台帳のデジタル化による事務の省略化と委託
費の削減
・流入申請・供用開始事務の見直し
・上水道台帳のデジタル化により委託費の削減及び市
民サービスの向上
・中型バス運転手の非常勤化
・附属機関等の見直し・審議会定数の見直し
・設計図書配布の中止
・再生化による有効利用を図るための方策の検討
・会議開催の通知をハガキへ変更
・パンチ委託業務の見直し（委託から臨時職員に変更）
・市民税課税システムの見直し（台帳の廃止と省力化）
・公共財産への対応（有効活用に基づく市有地の売却）
ほか

１.事務事業の見直し

５

・各種補助金の見直し
・使用料及び措置費の見直し
・市税等収納向上特別対策活動の実施
・借入利率の変更及び一時借入金の入札制による利息
の軽減
・手数料の見直し（資源物の引取）

８

・各種補助金の見直し
・委託業務の競争原理の導入
・借り換え（借入利率の変更）による利息の軽減
・入札による一時借入金の利息の軽減
・市税等収納向上特別対策活動の実施
ほか

２.財政運営の健全化

６
・国保と老人保健のレセプト審査事務の一体化
・臨時職員・非常勤職員の見直し
ほか

８
・国保と老人保健のレセプト審査事務の一体化
・臨時職員・非常勤職員の見直し
ほか

３.時代に即応した組
織・機構の見直し

２・臨時職員の見直し
・残業手当の削減方策３

・旅費日当の見直しの実施
・特殊勤務手当の見直しの実施
・職員数１０人削減（９５１人から９４１人）

４.定員管理及び給与
の適正化の推進

３
・時代に即応した研修制度の体系化
・時代に即応し得る研修の強化及び研修制度の体系化
・職員研修の検討（専門的、政策的研修の強化）

２
・時代に即応し得る研修の強化及び研修制度の体系化
・職員研修の検討（専門的、政策的研修の強化）と講
師の見直し

５.効率的な行政運営
と職員の能力開発
等の推進

７

・戸籍事務コンピュータ化による事務の迅速化と省力化
・外国人登録システムの導入による事務の迅速化と省
力化
・保育料の口座振替の導入
・ほか

９

・ホームページ作成事務の一部直営化とコンテンツの
充実
・外国人登録システムの開発
ほか

６.行政情報化の推進
等による行政サー
ビスの向上

５２６１合　計

　

ま
た
、
同
じ
く
今
年
二
月
二

十
八
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
個

人
情
報
保
護
条
例
で
は
、
個
人

情
報
取
り
扱
い
事
務
の
登
録
件

数
が
八
百
六
十
七
件
で
、
開
示

な
ど
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

担
当　
　
　
　
　

市
民
情
報
課
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０
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サマージャンボ宝くじ
　この宝くじの収益金は市町村
の明るく住み良い街づくりに使
われます。
○１等・前後賞併せて　３億円×８８本
●１等　２億円／前後賞各５，０００万円
●２等　 １，０００万円×１３２本
●３等　　 １００万円×１，７６０本
●夏祭り賞　 ５万円×１３２，０００本
（発売総額１，３２０億円、４４ユニット）

抽選日／８月１６日（水）予約引換券は不要
発売：全国４７都道府県／１枚３００円

（財）神奈川県市町村振興協会
�（０３）３５９６-３７７１（代）

《発売期間》

７/１７（月）～８/４（金）

４
年
間
の
行
革
成
果
は　

億
６
５
７
万
９
千
円

２１

平
成　

年
度
は
４
億
４
９
４
７
万
７
千
円
の
効
果

１１

◎　

年
度
の
取
り
組
み

１１
◎　

年
度
の
取
り
組
み
目
標

１２

漏水を発見したらご連絡を！
※宅地内（止水栓～蛇口）の修理は有料です。

フリーダイヤル� ０１２０-０１５２４４
座間市管工事業協同組合

担当　水道部業務課　０４６（２５２）７４８０

漏水を発見したらご連絡を！

「パイロット」

　一般家庭での１カ月当たりの平均使
用水量は約２４立方メートル。使用水量
が急に増えたり、異常に多いと感じた
ら漏水確認をしましょう。
　蛇口をすべて閉め、
メーターに付いている
パイロット（写真）を見
てください。パイロッ
トが回っていたら漏水
の疑いがあります。

総
合
的
で
計
画
的
な
行
政
改
革
の

取
り
組
み
を
目
指
し
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は
抽
選
と
な
り
ま
す
。抽
選
の
結
果
は
、

申
込
者
全
員
に
連
絡
し
ま
す

館
な
ど
で
開
か
れ
る
講
座
や
、
そ
こ
を
拠

点
と
す
る
サ
ー
ク
ル
活
動
、
市
民
体
育
館

や
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
健
康

と　こ　ろと　　　　き区　分

３階相談室（法務相談は
３階第１会議室）
法律相談は、いずれも定員
７人になり次第、締め切り
ます。

今月は第２木曜日午前９時～正午と
第３金曜日・第４木曜日午後１時３０分～４
時３０分〈予約制（電話可）３日午前８時３０分
～今月分を受け付け〉

１３・２１・
２７日

法 律
（ 予 約 制 ）

毎月第２火曜日　午前９時～正午１１日
法 務
（人 権･戸 籍・
登 記）

今月は第３水曜日　午前９時～正午１９日
行 政

担当　市民生活課�０４６（２５２）８１５８

１階国保年金課内毎月第２月曜日　午前１０時～午後３時１０日
年 金

担当　国保年金課�０４６（２５２）７０３５

今月は実施しません。─駐 留 軍
離 職 者 担当　産業課�０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室今月は第４木曜日　午前９時～午後３時２７日高 年 齢
者 職 業  担当　高齢対策課�０４６（２５２）７１２７

今月は実施しません。─
婦 人

担当　児童課�０４６（２５２）７２０１

市文化福祉会館毎月第１～第４土曜日　午前９時～午後
３時

１・８・
１５・２２日結 婚

担当　市文化福祉会館�０４６（２５１）４１１７

３階相談室
（詳細については、担当へ
お問い合わせください）

毎月第１～第４火・金曜日
午前１０時～正午と午後１時～３時３０分

４・７・
１１・１４・
１８・２１・
２５・２８日

消 費
生 活

担当　市民生活課�０４６（２５２）８１５８

１階児童課内毎週月～金曜日　午前９時～午後３時母 子
生 活 担当　児童課�０４６（２５２）７２０１

市立青少年センター内
青少年相談室毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

青 少 年
担当　青少年相談室�０４６（２５６）０９０７

市立青少年センター内
教育研究所毎週月～金曜日　午前１０時～午後４時

教 育
担当　教育研究所�０４６（２５９）２１６４

相談はいずれも無料です

7 月 の 相 談 日

操
お
よ
び
ツ
ボ
レ
ッ
チ
▽
対
象

＝
ど
な
た
で
も
▽
会
費
＝
月
額

２
０
０
０
円
▽
連
絡
先
＝
�
０

４
６（
２
５
５
）５
８
９
１
（
安

藤
）

○
健
康
体
操
さ
わ
や
か
会

▽
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
１

時　

分
〜
３
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

３０
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

ス
ト
レ
ッ
チ
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

な
ど
を
取
り
入
れ
た
健
康
体
操

▽
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
熟
年

者
歓
迎
）
▽
会
費
＝
月
額
１
５

０
０
円
（
入
会
金
５
０
０
円
）

▽
連
絡
先
＝
０
４
６（
２
５
３
）

６
３
１
３
（
永
野
）

○
カ
ラ
オ
ケ
ひ
ば
り
会

▽
と
き
＝
毎
月
２
回
火
曜
日
正

午
〜
午
後
１
時　

分
、
毎
月
２

３０

回
水
曜
日
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時
▽
と
こ
ろ
＝
相
模
が
丘
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
立
野

台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽

内
容
＝
発
声
を
重
視
し
て
歌
い

方
を
学
ぶ
▽
対
象
＝
ど
な
た
で

も
▽
会
費
＝
月
額
１
５
０
０
円

▽
連
絡
先
＝
�
０
７
０（
５
５

９
４
）５
９
３
０
（
熊
谷
）

○
女
声
合
唱
グ
ル
ー
プ
コ
ラ
ー

ル
・
ア
ミ

▽
と
き
＝
毎
週
木
曜
日
午
前　
１０

時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
北
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー
、
相
模
が
丘
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

＝
女
性
▽
会
費
＝
月
額
４
０
０

０
円
（
入
会
金
１
０
０
０
円
）

▽
連
絡
先
＝
０
４
２（
７
４
９
）

９
１
４
０
（
赤
倉
）

○
茶
道
サ
ー
ク
ル
円
の
会

え
ん

▽
と
き
＝
毎
月
３
回
水
曜
日
午

前　

時
〜
午
後
１
時
▽
と
こ
ろ

１０
＝
北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
▽
内

容
＝
初
歩
の
茶
道
（
裏
千
家
）

を
楽
し
く
学
ぶ
▽
会
費
＝
月
額

３
０
０
０
円
（
入
会
金
１
０
０

０
円
）
▽
連
絡
先
＝
�
０
４
２

（
７
４
２
）１
６
３
５
（
竹
村
）

○
洋
裁
教
室

▽
と
き
＝
毎
週
金
曜
日
午
前　
１０

時
〜
午
後
０
時　

分
▽
と
こ
ろ

３０

＝
北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
▽
対

象
＝
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓

迎
）
▽
会
費
＝
月
額
３
０
０
０

円
（
入
会
金
５
０
０
円
）
▽
連

絡
先
＝
�
０
４
６（
２
５
１
）６

８
４
５
（
星
野
）

○
七
宝
の
会

▽
と
き
＝
毎
月
１
回
木
曜
日

（
次
回
は
７
月　

日
）
午
後
１

１３

時　

分
〜
４
時
▽
と
こ
ろ
＝
相

３０
武
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

こ
ろ
＝
北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
＝
女
性
▽
会
費
＝
３
７

５
０
円
（
６
カ
月
分
の
材
料
代
）

▽
連
絡
先
＝
�
０
４
６（
２
５

３
）３
６
５
０
（
橋
詰
）

○
相
武
台
囃
子
連

は
や 

し

▽
と
き
＝　

月
ま
で
の
毎
週
土

１０

曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
▽
と
こ

ろ
＝
相
武
台
公
民
館
▽
内
容
＝

祭
り
太
鼓
の
練
習
▽
対
象
＝
相

武
台
・
緑
ケ
丘
・
広
野
台
地
域

の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
▽
会

費
＝
４
５
０
円
（
保
険
代
）
▽

連
絡
先
＝
�
０
４
６（
２
５
１
）

１
７
９
７
（
大
矢
）

○
編
物
サ
ー
ク
ル
あ
む
あ
む

▽
と
き
＝
毎
月
第
１
・
第
３
金

曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
▽
と
こ

ろ
＝
北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
▽

内
容
＝
棒
針
、
魔
法
の
一
本
針

な
ど
で
小
物
や
セ
ー
タ
ー
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
編
む
▽
対

象
＝
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓

迎
）
▽
会
費
＝
月
額
１
０
０
０

円
▽
連
絡
先
＝
�
０
４
２（
７

４
３
）０
２
８
５
（
大
矢
）

○
詩
吟
サ
ー
ク
ル
久
祥
会

き
ゅ
う 
し
ょ
う

▽
と
き
＝
毎
月
第
２
・
第
４
火

曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
▽
と
こ

ろ
＝
市
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
初
心
者

歓
迎
）
▽
会
費
＝
月
額
１
２
０

０
円
▽
連
絡
先
＝
�
０
４
６

（
２
５
４
）６
６
３
５
（
川
崎
）

○
手
作
り
絵
本
ミ
ロ
の
会

▽
と
き
＝
毎
月
第
２
金
曜
日
午

前　

時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
市

１０
立
図
書
館
▽
内
容
＝
構
想
か
ら

製
本
ま
で
す
べ
て
手
作
り
で
絵

本
を
作
る
▽
対
象
＝
ど
な
た
で

も
▽
会
費
＝
月
額
３
０
０
円
▽

連
絡
先
＝
�
０
４
６（
２
５
５
）

５
４
６
７
（
真
藤
）

○
硬
式
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
ペ

パ
ー
ミ
ン
ト
・
ス
マ
ッ
シ
ュ

▽
と
き
＝
毎
週
平
日
１
〜
２
回

午
前
９
時
〜　

時
▽
と
こ
ろ
＝

１１

ひ
ま
わ
り
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
海
老
名
公
営
コ
ー
ト
▽
対

象
＝　

歳
〜　

歳
代
の
方
▽
会

３０

４０

費
＝
１
回
２
０
０
円
程
度
▽
連

絡
先
＝
�
０
９
０（
２
６
３
８
）

６
７
４
５
（
山
本
）

○
日
本
舞
踊
栄
美
の
会

え 

み

▽
と
き
＝
毎
月
第
１
・
第
３
土

曜
日
午
前　

時
〜
正
午
▽
と
こ

１０

ろ
＝
小
松
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
▽
対
象
＝
ど
な
た
で
も

▽
会
費
＝
月
額
３
０
０
０
円
▽

連
絡
先
＝
�
０
４
６（
２
５
３
）

７
３
３
６
（
原
田
）

ら
、
ぜ
ひ
生
涯
学
習
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
あ
な
た
の
求
め
て
い
る
何
か

が
見
つ
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

定員時　間期　　　間テ　ー　マ

　人
１００

午前１０時　　
　～１１時３０分

７月２７日～８月２４日
毎週月・木曜日（８月１４日を除く）　全８回

共に語り、
支えあう子育て

１５０
午前１０時３０分
　　　～正午

８月１日～９月１日
毎週火・金曜日（８月１５日、１８日を除く）
全８回

近代における
二つの文学風土
～西洋と土着～

　４０
午前１０時　　
　　　～正午

８月２日～８月１１日
毎週水・木・金曜日　全６回

パッチワークキルト
基礎・応用

　
　４０

午後１時３０分
　～３時３０分

８月２日～８月９日
土・日曜日を除く毎日　全６回

コンピュータ入門¿

　４０
午前１０時　　
　　　～正午

８月９日～９月２０日
毎週水曜日（８月１６日を除く）　全６回
（３・５回目は実験）

現代の食品衛生事情

　
１００

午後１時３０分
　　　～３時

８月２４日～９月１８日
毎週月・木曜日　全８回

生と死の思想

１５０
午後６時３０分
　　　～８時

８月１日～８月２９日
毎週火・木曜日（８月１５日を除く）　全８回

日本語へのアプローチ
～文学的な探求と
国語学的な探求～

　４０
午後６時３０分
　～８時３０分

８月２１日～９月７日
毎週月・木曜日　全６回

コンピュータ入門À

　３０
午後６時３０分
　～８時３０分

８月２９日～９月１３日
毎週火・水曜日　全６回

男性のための料理

１００
午後７時　　
　～８時３０分

９月２６日～１０月１９日
毎週火・木曜日　全８回

TOEIC 
STRATEGIES

〈教材費〉　以下のクラスは別途教材費が必要です。
「パッチワークキルト　基礎・応用」　　　　　　 ２，０００円
「コンピュータ入門¿」「コンピュータ入門À」　　３，０００円
「現代の食品衛生事情」　　　　　　　　　　　　　５００円
「男性のための料理」　　　　　　　　　　　　　３，６００円

〈保　育〉　「共に語り、支えあう子育て」のクラスに限り、一時保育を行います。
保育対象：３歳以上の幼児１０人（多数抽選）
保育料：無料（おやつと飲み物は持参）
一時保育をご希望の方は、申込はがき上部に「保育希望」と朱書きし、子供の名前と年齢、性別を
記入してください。

※「パッチワークキルト基礎・応用」「コンピュータ入門¿」「コンピュータ入門À」「TOEIC STRATEGIES」
は、昨年度受講されていない方が対象です。

相模女子大学コース ○開講式　７月21日（金）午前10時～正午
○開講記念講演　テーマ『微生物の恩恵』
○講　師　中村以正さん（相模女子大学学長）

定員時　間期　　　間テ　ー　マ

　人
１２０

午後１時２０分
　～２時５０分

１０月６日～１２月１５日
毎週金曜日（１０月２０日、２７日、１１月３日を除く）
全８回

２０世紀から２１世紀へ
ー世紀末の芥川賞作品
を読むー

２００
午後１時２０分
　～２時５０分

１０月１２日～１１月１６日
各木曜日（１０月２６日、１１月２日を除く）
全４回

２０世紀から２１世紀へ
ー美術分野からー

１２０
午後１時２０分
　～２時５０分

１１月１１日～１２月２日
毎週土曜日および１１月２０日（月）、２２日（水）全
６回

２０世紀から２１世紀へ
ーデザイン分野からー

女子美術大学コース ○開講式　９月29日（金）午後１時20分～２時50分
○開講記念講演　テーマ『20世紀から21世紀へ』
○講　師　高橋英子さん（女子美術短期大学教授）

定員時　間期　　　間テ　ー　マ

　人
１２０

午後１時３０分
　　　～３時

９月１日～１０月２７日
毎週金曜日（９月１５日を除く）
全８回

暮らしのなかの
健康管理

１２０
午後１時３０分
　　　～３時

９月５日～１０月２４日
毎週火曜日　全８回

暮らしに役立つ
医療の知識

北里大学コース ○開講式　８月29日（火）午後１時30分～３時
○開講記念講演　テーマ『定年後　─心と体の健康を保つために─』
○講　師　古和久幸さん（北里大学名誉教授）

コン
「３D

ワー
「Ｗ

※両
※「

座間市緑

座間市教
生涯学習
市民大学

５０

地

域

の

話

題

　

第
四
十
二
回
県
消
防
操
法
大

会
が
、
今
月
二
十
六
日
、
神
奈

川
県
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
す
が
、「
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
」
に
、
本
市
を
代
表
し

て
第
一
分
団
（
内
藤
和
美
分
団

長
）
が
出
場
し
ま
す
。
こ
の
大

会
は
、
消
防
団
員
が
消
防
操
法

の
技
術
を
競
い
合
い
、
一
層
の

技
術
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図

り
、
消
防
団
の
活
動
を
強
化
す

る
こ
と
が
目
的
。
現
在
、
同
分

団
は
大
会
に
向
け
て
、
操
法
の

基
本
、
規
律
、
体
力
の
錬
成
な

ど
熱
心
な
訓
練
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

地
元
消
防
団
の
活
躍
に
皆
さ

ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
地
元
消
防
団
第
１
分
団
が

　

県
消
防
操
法
大
会
に
出
場

総合
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市
民
大
学
受
付

代
行
員
募
集　

開放教室の実施校一覧

�０４６（２５１）００７４・�０４６（２５１）５２０９栗原中央６－８－１栗原小学校

�０４６（２５２）１１２４・�０４６（２５２）１１２３ひばりが丘４－６０３１ひばりが丘小学校

�０４６（２５３）３１４５・�０４６（２５３）３１４６東原２－６－１東原小学校

�０４６（２５４）８２０２・�０４６（２５４）８２１０相模が丘３－１－１相模が丘小学校

�０４６（２５４）８１００・�０４６（２５４）８１１９立野台１－１－３立野台小学校

�０４６（２５３）７２１１・�０４６（２５３）７２０８入谷２－３４５入谷小学校

�０４６（２５３）２２５５・�０４６（２５３）２２４８ひばりが丘５－８０７－５旭 小 学 校

　

わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
情
報

化
や
国
際
化
な
ど
が
急
速
に
進
み
、
絶
え
ず

新
し
い
知
識
や
技
術
の
習
得
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
な
豊
か
さ
や
自

由
時
間
の
増
大
が
個
々
の
生
活
に「
ゆ
と
り
」

を
生
み
出
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
こ
の
よ

う
な
社
会
環
境
の
中
で
自
ら
を
生
か
す
べ

く
、
自
己
実
現
や
心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
学

習
活
動
に
取
り
組
む
人
た
ち
の
姿
を
多
く
見

掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
学
び
た
い
」

の
気
持
ち
か
ら
始
ま
る
生
涯
を
通
じ
て
の
自

分
づ
く
り
、
そ
れ
が
生
涯
学
習
な
の
で
す
。

　

座
間
市
と
相
模
原
市
の
教
育
委
員
会
で

は
、
相
模
女
子
、
女
子
美
術
、
北
里
の
三

大
学
と
総
合
電
子
専
門
学
校
の
協
力
を
得

て
、市
民
大
学
を
四
つ
の
コ
ー
ス（
各
コ
ー

ス
一
覧
参
照
）
で
開
講
し
ま
す
。
各
コ
ー

ス
の
内
容
は
、
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
会

場
は
各
学
校
で
、
講
師
も
各
学
校
の
講
師

陣
が
務
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
活
動
の
一
つ
の
機
会
と
し

て
、
あ
な
た
の
興
味
を
引
く
コ
ー
ス
を
見

つ
け
た
ら
、
早
速
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

☆
受
講
規
定

○
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
十
五
歳

以
上
の
方
（
学
生
を
除
く
）

○
受
講
可
能
ク
ラ
ス　

各
コ
ー
ス
か
ら
一

ク
ラ
ス
ず
つ
、合
計
四
ク
ラ
ス
ま
で（
一

つ
の
コ
ー
ス
の
中
で
、
複
数
の
ク
ラ
ス

は
受
講
で
き
ま
せ
ん
）

○
費　

用　

無
料
（
教
材
費
な
ど
が
必
要

な
ク
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
）

○
定　

員　

相
模
原
市
と
の
共
催
の
た

め
、
各
コ
ー
ス
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
定
員
の
三
割
が
座
間
市
の
定
員
で
す

○
申
込
方
法　

市
役
所
お
よ
び
市
内
各
公

共
施
設
に
備
え
て
あ
る
「
市
民
大
学
講

義
案
内
」
に
添
付
の
専
用
は
が
き
ま
た

は
、
は
が
き
に
上
記
「
記
入
例
」
を
参

考
に
記
入
の
上
、七
月
七
日（
金
）（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
担
当
へ
（
一
コ
ー

ス
〈
各
学
校
〉
ご
と
に
一
枚
の
は
が
き

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
各
コ
ー
ス

と
も
第
二
希
望
ま
で
申
し
込
め
ま
す
）

○
受
講
の
決
定　

申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。抽
選
の
結
果
は
、

申
込
者
全
員
に
連
絡
し
ま
す

　

簡
単
な
申
し
込
み
手
続
き
で
利
用
で

き
、
学
習
活
動
や
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
場
と
な
っ
て
い
る
の
が
市
内
小

学
校
の
開
放
教
室
で
す
。
現
在
、
七
校

（
下
表
）
が
教
室
を
開
放
し
て
お
り
、
既

に
ヨ
ガ
、
デ
ッ
サ
ン
、
英
会
話
、
書
道
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク

ル
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
も
活
動
の
拠
点
と

し
て
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

○
開
放
日
時　

平
日
、
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
の
午
前
九
時
〜
午
後
九
時
三
十
分

○
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
の
集
ま

り
で
、
成
人
の
代
表
者
が
い
る
団
体

○
利
用
方
法　

市
教
育
委
員
会
に
申
し
込

み
、
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
と
は
、
自
由
に
、
自
ら
テ
ー

マ
を
選
ん
で
、
自
分
に
合
っ
た
手
段
・
方

法
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ん
で
い
く
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
機
会
は
、
市

内
の
至
る
所
に
あ
り
ま
す
。
市
公
民
館
や

北
・
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書

館
な
ど
で
開
か
れ
る
講
座
や
、
そ
こ
を
拠

点
と
す
る
サ
ー
ク
ル
活
動
、
市
民
体
育
館

や
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
健
康

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
応
募
資
格　

二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
健
康
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
お
持
ち
の
方

○
勤
務
日　

市
民
大
学
が
開
催
さ
れ

て
い
る
期
間
（
七
月
二
十
一
日
〜

十
二
月
二
日
）
の
う
ち
四
十
六
回

○
勤
務
時
間　

午
前
八
時
〜
午
後
九

時
の
間
の
一
回
三
時
間
程
度

○
勤
務
場
所　

市
民
大
学
四
コ
ー
ス

会
場

◯
内　

容　

市
民
大
学
受
講
生
の
受

け
付
け
事
務
ほ
か

◯
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
七
月
七
日

（
金
）ま
で
に
本
人
が
担
当
へ
持
参

※
賃
金
、
勤
務
条
件
は
、
市
の
規
定

に
よ
り
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
４
７
２

○定　員　各教室とも２０人（先着順）
○受講料　各教室とも４０００円
○申込方法　７月４日（火）（市外の方は７日（金））から受講料を添えて、
午前１０時～正午・午後１時～４時の間に直接担当へ（電話予約可。た
だし１週間以内に手続きを）　　　担当　市民体育館�０４６（２５５）００７７

時　　間日　　程対　　象内　　容教　室　名

午前１０時～１１時３０分

８月１日～２５
日の毎週火曜
・金曜日
　　　全８回

小学１年
　～３年生

体操、マット、跳び箱など
を楽しみながら運動能力を
高める

Ａ班
児童体操教室

午後１時～２時３０分Ｂ班

午後１時～２時３０分
小学生

安全に楽しみながらトラン
ポリンの基本動作を身に着
ける

Ａ班
トランポリン
教室

午後３時～４時３０分Ｂ班

スカイアリーナ座間�夏休みスポーツ教室
　市民体育館では、夏休み期間を利用して児童を対象にスポーツ教室
を開催します。

○
サ
ー
ク
ル
起
勢

ち
ー 
し
ー

▽
と
き
＝
毎
月
３
回
水
曜
日
午

後
１
時
〜
３
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

民
体
育
館
▽
内
容
＝
太
極
拳
の

練
習
▽
対
象
＝
ど
な
た
で
も

（
初
心
者
歓
迎
）
▽
会
費
＝
月

額
２
０
０
０
円
（
入
会
金
１
０

０
０
円
）
▽
連
絡
先
＝
�
０
４

６（
２
５
１
）６
９
１
０（
加
藤
）

○
体
操
サ
ー
ク
ル
ま
ど
ん
な

▽
と
き
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時　

分
〜
３
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

３０
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

中
高
年
向
き
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
お
よ
び
ツ
ボ
レ
ッ
チ
▽
対
象

＝
ど
な
た
で
も
▽
会
費
＝
月
額

２
０
０
０
円
▽
連
絡
先
＝
�
０

４
６（
２
５
５
）５
８
９
１
（
安

藤
）

サークル会員募集�

▽
内
容
＝
基
礎
か
ら
の
七
宝
焼

き
を
楽
し
む
▽
対
象
＝
中
学
生

以
上
▽
会
費
＝
１
回
２
０
０
０

円
（
材
料
代
含
む
）
▽
連
絡
先

＝
�
０
４
６（
２
５
１
）３
８
４

３
（
加
藤
）

○
合
唱
団
み
ど
り
コ
ー
ラ
ス

▽
と
き
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
０

時　

分
〜
▽
と
こ
ろ
＝
緑
ケ
丘

３０
第
一
住
宅
集
会
所
▽
対
象
＝
女

性
▽
会
費
＝
月
額
３
０
０
０
円

（
別
に
積
み
立
て
あ
り
）
▽
連

絡
先
＝
�
０
４
６（
２
５
３
）０

４
７
９
（
北
薗
）

○
座
間
文
学
サ
ー
ク
ル

▽
と
き
＝
毎
月
第
３
土
曜
日
午

前　

時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
市

１０
立
図
書
館
▽
内
容
＝
徒
然
草
に

親
し
み
文
学
散
歩
を
楽
し
む
▽

対
象
＝
ど
な
た
で
も
▽
会
費
＝

月
額
１
０
０
０
円
▽
連
絡
先
＝

�
０
４
６（
２
５
７
）２
２
５
８

（
田
杭
）

○
ひ
ま
わ
り
料
理
教
室

▽
と
き
＝
毎
月
第
３
土
曜
日
午

前　

時　

分
〜
午
後
２
時
▽
と

１０

３０

こ
ろ
＝
北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
＝
女
性
▽
会
費
＝
３
７

５
０
円
（
６
カ
月
分
の
材
料
代
）

▽
連
絡
先
＝
�
０
４
６（
２
５

３
）３
６
５
０
（
橋
詰
）

生生涯涯学学習習

　

今
回
は
、
皆
さ
ん
の
「
学
び
た
い
」
の
一

助
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
大
学
や
小

学
校
開
放
教
室
な
ど
、
気
軽
に
利
用
で
き
る

学
習
の
機
会
や
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
４
７
２

�
０
４
６（
２
５
２
）４
３
１
１

社
会
人
の
カ
レ
ッ
ジ
ラ
イ
フ

市
民
大
学
で
学
ぶ

昨
年
の
市
民
大
学
開
講
式

（
総
合
電
子
専
門
学
校
）

小
学
校
開
放
教
室
を

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
に

自
分
づ
く
り
の
機
会
は
至
る
所
に

増
進
活
動
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
ま
た
、
生
涯
学
習

活
動
を
支
援
す
る
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
存
在
も
皆
さ
ん
の
期
待
に
こ

た
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
分
づ
く
り
に
迷
っ
た

ら
、
ぜ
ひ
生
涯
学
習
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
あ
な
た
の
求
め
て
い
る
何
か

が
見
つ
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

分

）

』

定員時　間期　　　間テ　ー　マ

　人
　１０

午前９時～正午
午後１時～４時

７月２５日（火）、２６日（水）午前・午後
全４回

コンピュータグラフィックス
「３DCGで宇宙を描こう」

　３０午前９時～正午
７月２５日（火）～２８日（金）
全４回

ワープロソフト
「Ｗord ２０００」入門

※両クラスとも、プリント代として３００円が必要です。
※「コンピュータグラフィックス」は、昨年度受講されていない方が対象です。

座間市緑ケ丘１-１-１

座間市教育委員会
生涯学習課
市民大学 係

５０ ２２８-８５６６

①コース名
②クラス（テーマ）名
　第１希望
第２希望（なければ記
入不要）
③氏名（ふりがな）
④郵便番号・住所
⑤電話番号　⑥性別
⑦年齢
⑧市内在勤の場合は、勤
務先の住所、名称、電話
番号

【はがき記入例】

で
自
分
づ
く
り

総合電子専門学校コース ○開講式　7月24日（月）午前10時～11時30分
○開講記念講演　テーマ『コンピュータと社会』
○講　師　酒井城司さん（総合電子専門学校校長）

 
あ
な
た
の
「
学
び
た
い
」
を
応
援
し
ま
す
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②人や家に向けたり、燃えやすい場所
ではやめましょう
③風の強いときは、花火遊びはやめま
しょう
④水の入ったバケツを用意しましょう
⑤子供たちだけでなく大人と一緒に遊
びましょう
⑥たくさんの花火に一度に火をつけな
いようにしましょう
担当　　　　　　　市消防本部予防課

�０４６（２５６）２２１１内線２３４

○対　象　平成６年４月２日～平成９
年４月１日生まれの幼児を通園させ
ている市内在住の保護者
○申込方法　各幼稚園で配布する申込
書に必要事項を記入し、在園する幼
稚園に提出
担当　　　　　　市教育委員会総務課
　�０４６（２５２）８３４７・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　①７月２５日②２６日いずれも
午前１０時～午後１時
○ところ　①市民健康センター、相模
が丘コミュニティセンター②市公民
館、東地区文化センター
○内　容　食物繊維たっぷりの料理を
作る
○講　師　学校栄養士
○対　象　市内の小学生と保護者
○定　員　各会場１２組程度（多数抽選）
○費　用　１人５００円（保険料含む）
当日集金
○申込方法　各学校へ７月７日までに
参加日､会場､住所､氏名､学年を任意
の用紙に記入の上提出または電話で
申し込み（電話は午後のみ）
担当　　　　　　　　　　学校教育課
　�０４６（２５２）８７４９・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　７月２５日午後２時～４時１０
分
○ところ　市立青少年センター
○内　容　子どもの心を知るために
○講　師　八王子市教育センター主任
教育相談員　海野千細さん
○定　員　７０人（先着順）
○受講料　無料
○申込方法　電話で担当へ
※駐車場は保健センター跡地
担当　　　教育研究所�０４６（２５６）１９３９

○と　き　８月１４日～１８日午後１時～
３時（全５回）
○ところ　西中学校パソコン教室
○内　容　残暑見舞いを作成し、電子
メールとインターネットを体験する
○講　師　西中学校教諭　藤田正敏さ
ん
○対　象　市内在住・在勤の１５歳以上
でキーボード操作のある程度できる
方（学生は除く）
○定　員　２０人（多数抽選）
○受講料　無料（教材費として５００円

建設発生土受入地の募集

教育教養研修公開講座

程度）
○申込方法　７月１４日〈当日消印有
効〉までに、はがきに「パソコン教
室希望」と明記し、氏名（ふりが
な）、住所、年齢、電話番号を記入
の上、〒２２８-８５６６市教育委員会生涯
学習課まで郵送
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
　�０４６（２５２）８４７２・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　７月１９日～９月２０日（８月
９日、１６日を除く）毎週水曜日〔７
月、８月〕午後１時３０分～３時〔９
月〕午後２時３０分～４時〈全８回〉
○ところ　立野台小学校開放教室
○定　員　２５人（先着順）
○講　師　波多野良子さん、マジック
同好会のメンバー
○受講料　無料（教材費として１５００円
程度）
○申込方法　電話かファクスで担当へ
※駐車場はありません
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
　�０４６（２５２）８４７２・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　①７月７日②８月２５日③９
月１４日（木）④１０月１２日（木）いずれも
午前１０時～正午（全４回）
○ところ　①②③市民健康センター④
市公民館
○内　容　①だいじょうぶかな子ども
のおもちゃ②どうなっているの？学
校の中の子どもたち③絵本、大好き
④おいしいよ手づくりおやつ
○対　象　市内在住・在勤の方
○定　員　３０人（④は２０人）〈先着順〉
○保　育　あり（１人１回３００円､２人
の場合は５００円、おやつ代含む）　
○受講料　無料（④は材料費の実費負
担有り）
○申込方法　７月４日までに直接また
は電話かファクスで担当または�
０４６（２５７）４０９６（小玉）まで
担当　　　　　　　　　　生涯学習課
　�０４６（２５２）８４７２・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　８月５日～６日（一泊二日）
○ところ　市立清川自然の村
○対　象　市子ども会加入のリーダー
的役割を担う子供（小学４年～６年
生）
○定　員　１００人（多数抽選）
○参加費　１０００円（交通費）
○申込方法　７月７日までに電話また
はファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　　　青少年課
　�０４６（２５３）８４１５・FAX０４６（２５９）２１６３

　７月３１日（月）は「第３４回神奈川県中
学校総合体育大会」開催のため、市民

間３６カ月以内）
　詳しくは、同サービスセンター事務
局（担当課内）へ。
担当　　　　　　　　　　　　産業課
　�０４６（２５２）７６０４・FAX０４６（２５５）３５５０

　下水道についての都市計画変更案の
縦覧を次の日程で実施します。計画案
について意見のある方は、縦覧期間内
に意見書を提出することができます。
○と　き　７月７日～２１日午前８時３０
分～午後５時（土曜・日曜日、祝日を
除く）
○ところ　市役所４階都市計画課
担当　　　都市計画課�０４６（２５２）７３７６

○と　き　８月２２日～９月２９日（金）
〈延べ２８回〉（午前の部）午前９時
４０分～午後０時４０分（午後の部）午
後１時２０分～４時２０分
○対　象　危険物施設で危険物の貯蔵
取り扱い作業に従事し、次のいずれ
かに該当する方①免状の交付を受け
た日から３年以内②前回の講習を受
けた日から３年以内③危険物の取り
扱い作業に従事することになった日
から１年以内
○受講料　４７００円
○申込方法　担当または東・北分署に
備えてある申請書に必要事項を記入
の上、７月１０日から２５日までに受付
会場へ提出または郵送
　なお、受付日､講習日､会場は種別に
より異なりますので詳しくは担当へ。
担当　　　　　　　市消防本部予防課

�０４６（２５６）２２１１内線２３３・２３４

　子供の火遊びによる火災は、大人が
いないときや人目につきにくい場所で
発生することが多く、このため発見が
遅れたり、初期消火が困難になるなど
火災が大きくなることがあります。
　これを防止するには、大人が次のよ
うな点に注意を払うことが必要です。
①マッチやライターなどは、子供の手
の届く所に置かない
②子供だけでは火の取り扱いをさせな
い
③アイロン、ヘアードライヤーなど高
熱を発する電気器具は、子供がいた
ずらできない場所に保管する
④子供だけ残して外出しない
⑤子供の火遊びを見掛けたら、注意し
てやめさせる
担当　　　　　　　市消防本部予防課

�０４６（２５６）２２１１内線２３４

　夏は花火のシーズンですが、取り扱
い上の不注意から火事になったりやけ
どなどの原因になります。次のことに
注意し、安全に遊びましょう。
①遊び方、注意書きをよく読んで必ず
守りましょう

　市では、このほど平成１２年版「統計
要覧」を刊行しました。この要覧はＡ
４版１３３ページ。市の人口をはじめ、
産業、経済、教育、文化など市勢の現
況に関する統計数値を可能な限り最新
データを基に幅広く収録しました。よ
り多くの方にご覧いただけるように、
市役所や市立図書館に備え付けてあり
ます。
　なお、ご希望の方には、市役所１階
市民情報コーナーで１冊８５０円（消費
税込み）で販売しています。
担当　　　　　　　　　　企画政策課
　�０４６（２５２）８３７９・FAX０４６（２５５）３５５０

　県では、県や市町村の建設工事から
発生する土砂（建設発生土）を適正に
処理するため、受入地の確保を進めて
います。受入地として埋立（盛土）事
業にご協力いただける方の土地を募集
します。都市計画法、森林法、農地法
など法的規制や採算性を検討し、適地
となれば県が事業期間中借り受け、完
了後お返しします。
○募集条件　自己所有地（共同応募可
能）に限ります。埋立（盛土）土量
１万立方�（目安１万平方�×高さ
１�）以上。そのほか条件があります
ので､詳細は問い合わせ先へ
○募集期間　平成１２年８月１５日まで
○問い合わせ先　県建設業課�０４５
（２１０）６３２０
担当　　　契約検査課�０４６（２５２）７０７１

　市勤労者サービスセンターは、中小
企業で働く方たちの福利厚生と事業所
の発展援助を目的とした団体です。個
人単位でも加入することができますの
で、この機会に加入をお考えになって
みてはいかがでしょうか。
〈対象〉
◇事業所単位での加入　市内に事業所
がある中小企業の勤労者と事業主
◇個人単位での加入　市内の中小企業
に勤務する勤労者や、市内在住で市
外の中小企業に勤務する勤労者など
〈主な事業内容〉
◇福利厚生事業　宿泊施設の利用助
成、チケットあっせん、バスツアーな
どの開催、人間ドックの費用一部助成
◇給付事業　結婚・出産・入学祝い金、
傷病・住宅災害の見舞金、死亡弔慰
金、永年勤続慰労金などの給付
◇貸付あっせん事業　５０万円を限度に
生活資金の融資をあっせん（償還期

市勤労者サービスセンターで
会員募集

危険物取扱者保安講習会

都市計画変更案の縦覧

サマーセミナー「パソコン教室」

平成１２年版統計要覧を刊行

幼稚園児保育料の一部減免

火遊びによる火災の防止

取り扱いに注意して
「花火」を楽しもう

夏休み親子料理教室

立野台小学校ふれあい講座
わたしの奥の手　マジック！

子育て講座
「子どもをとりまく環境を考える」

市子連子ども会リーダー
「野外研修会」

市民体育館は「７月３１日（月）」
開館します
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ツなどの援助
○対　象　高校生以上の方
○定　員　１日当たり３人まで
○費　用　１日３８０円（昼食代）
○申込方法　７月２１日までに電話で担
当へ
担当　　　　　　　　市立もくせい園
　�０４６（２５３）０８０４・FAX０４６（２５４）７７１７

○と　き　７月２６日、８月２日、９日
いずれも午後２時～４時
○ところ　市立栗原プール
○講　師　市水泳協会会員
○対　象　市内在住で障害のある小学
３年～高校３年生
○定　員　各日１０人
○費　用　１人１回２００円（保険料含む）
○申込方法　７月１０日までに直接また
は電話かファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　　市民健康課
　�０４６（２５２）７３１７・FAX０４６（２５２）７０４３

○と　き　７月２４日､３１日､８月１４日、
２８日いずれも午前１０時～１１時３０分
○ところ　どろんこ工房（市内小松原
２－３５－３２）
○対　象　市内在住で障害のある小学
５年～高校３年生とその保護者
○定　員　１０組
○費　用　１人１回２００円（保険料含
む､材料費は別途）
○申込方法　７月１０日までに直接また
は電話かファクスで担当へ
担当　　　　　　　　　　市民健康課
　�０４６（２５２）７３１７・FAX０４６（２５２）７０４３

▼ひばりが丘南児童館＝１日・１５日午後
２時３０分～３時３０分▼小松原１丁目第
２多目的広場＝６日・２７日午前１０時３０
分～１１時３０分▼入谷小学校＝１３日午後
２時３０分～３時４５分▼東原小学校＝１４
日午後２時３０分～３時４５分▼ＮＴＴ大
塚本町アパート＝５日・１９日午前１０時
３０分～１１時３０分▼栗原小学校＝１２日午
後２時３０分～３時４５分▼東原共同住宅
＝１３日午前１０時３０分～１１時３０分▼相模
が丘４丁目多目的広場＝１４日・２８日午
前１０時３０分～１１時３０分▼相模野小学校
＝７日午後２時３０分～３時４５分▼中原
小学校＝５日午後２時３０分～３時４５分
　なお、雨天の場合は巡回を中止し、
学校への巡回は時間が変更になる場合
があります。
担当　　　　　　　　　　市立図書館
　�０４６（２５５）１２１１・FAX０４６（２５２）５７０４

▽固定資産税・都市計画税（第２期）
▽国民健康保険税（第２期）▽国民年
金保険料（第４期）
※最寄りの指定金融機関､郵便局､市役
所または各出張所で納めてください。
※使用料などもお忘れなく。

体育館を臨時に開館します。当日は、
大体育室、中体育室およびミーティン
グルーム以外のトレーニング室などは
利用できます。
担当　　　　　　　　　　市民体育館
　�０４６（２５５）００７７・FAX０４６（２５５）１１８８

　市水泳協会では、水泳大会を開催し
ます。競技種目などについては、下表
のとおりです。
○と　き　８月６日午前９時受付開始
（雨天決行）
○ところ　市立立野台プール
○参加資格　市内在住・在勤・在学者
（小学生以上）
○参加費　小・中学生２００円、高校生・
一般４００円（いずれも保険料を含む）
○申込方法　７月２５日までに電話で同
大会事務局�０４６（２７５）０１０５（福寿谷）
へ

担当　　　　　　　　　　スポーツ課
　�０４６（２５２）８１７７・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　８月３日～８月５日午前９
時３０分～１１時３０分
○ところ　市立栗原プール
○対　象　市内在住の小学生以上の親
子・女性（成人）
○定　員　２０人程度
○費　用　１人３００円（保険料）
○申込方法　７月２６日までに往復はが
きに住所、氏名、電話番号を記入の
上、〒２４２-０００６大和市南林間７－７
－３「福寿谷智」あて郵送
担当　　　　　　　　　　スポーツ課
　�０４６（２５２）８１７７・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　７月２６日午前９時～午後４
時（小雨決行）
○集合場所　市役所玄関前
○内　容　バスを利用して、目久尻川
最上流から相模川合流点（寒川町）
までの水質変化や水辺の植物を観察
○対　象　市内在住・在勤の小学生以
上（小学３年生以下は保護者同伴）
○持ち物　昼食、水筒、雨具など
○定　員　２５人（先着順）
○費　用　１００円（交通傷害保険料）
○申込方法　７月７日までに電話で担
当へ
担当　　　　　　　　　　環境保全課
　�０４６（２５２）８２１４・FAX０４６（２５７）７７４３

○と　き　８月１日～３１日の期間内で
都合の良い３日間（土曜・日曜日と
１０日～１６日を除く）
○ところ　市立もくせい園
○内　容　知的障害者の作業やスポー

東地区文化センター
�０４６（２５３）０７８１　�０４６（２５３）０７８９

子供に、ボランティアとしてかかわっ
てくださる方を募集します。
　主な内容は、話し相手、遊び相手、
プール介助、外出時の付き添いなど。
　詳しくは、担当へ。
担当　市社会福祉協議会ボランティア
センター
　�０４６（２５１）４１１７・FAX０４６（２５１）４１１９
◆訪問入浴サービス看護婦（士）募集
○募集人員　１人
○応募資格　２３歳以上４５歳未満で看護
婦（士）資格保持者
○業務内容　在宅療養者への訪問入浴
サービス介助
○勤務時間　月曜～金曜日の午前８時
３０分～午後３時３０分（週２・３日で
も可）
○賃　金　時給１５００円から
○応募方法　市販の履歴書（写真添付）
に必要事項を記入し本人が直接担当
へ持参
　詳しくは、担当へ。
担当　　　　　　　　社会福祉協議会
　�０４６（２５７）７１０１・FAX０４６（２５１）４１１９

親子・女性水泳教室

第２９回市総体水泳大会

夏休み環境教室
「目久尻川の水辺観察」

ボランティア体験講座

障害児のための水泳教室

障害児のための陶芸教室

市立図書館
ひまわり号巡回日程

７月に納めるのは

◆環境問題講座「大人と子どもとゴミ
問題」
○と　き　７月２８日午前１０時～正午
○内　容　大人とゴミ問題について話
し合う
○対　象　小学４年～中学生
○申込方法　７月１９日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ
◆ひがし子ども映画会
○と　き　７月１５日午後２時～３時
○ところ　東地区文化センター
○内　容　雲をつくったのはだあれ、
虹に向かって、四季の星座
○対　象　幼児～小学生（幼児は保護
者同伴）
○費　用　無料
○入　場　自由

◆ＫＩＤＳアウトドア王国
キ ッ ズ

○と　き　７月２２日（午後３時集合）
～２３日（午後２時解散）〔一泊二日〕

○テーマ　おもいっきり楽しいキャン
プやってみよう！
○内　容　同センター中庭で、テント
張り､野外炊飯､ゲームを楽しむ（雨
天の場合は室内プログラムを実施）
○対　象　小学生
○定　員　２０人（先着順）
○参加費　１０００円（野外炊飯材料代）
○持ち物　着替え（長袖長ズボン一組
含む）､洗面用具､軍手､タオル､寝袋
またはタオルケット､上履き､保険証
写し、皿、スプーン、牛乳空パック
１㍑２個、米２合
○協　力　グレート・オブ・ネイチャー
クラブ員
○申込方法　７月１５日までに直接また
は電話で同センターへ
◆あなたを美しく見せる！日常生活に
おける『東洋の美』を学ぶ
○と　き　７月１４日～８月４日の毎週

市立青少年センター
�０４６（２５３）８４１１　�０４６（２５９）２１６３

◆ボランティア募集
　市社会福祉協議会ボランティアセン
ターでは、夏休みの期間中障害のある

善意のともしび�
（敬称略）�

◇交通対策基金へ
▽２０万円＝（株）厚木自動車学校代表取
締役　前田正彦
◇交通安全対策協議会へ
▽交通安全映画フィルム「はれときど
きぶたの交通安全」＝（株）厚木自動車
学校代表取締役　前田正彦
◇地域福祉ふれあい基金へ
▽１１万円＝相模が丘・森田嘉吉▽１０万
円＝ひばりが丘・名倉文子
◇市社会福祉協議会へ
▽３０万円＝神奈川県馬主協会・小山田
兵衛▽１万円＝座間・鈴木正治▽１万
円＝座間親子なぎなたクラブ▽３万
４４７０円＝ユニー（株）関東本部▽衣類＝
入谷・匿名▽ぞうきん＝緑ケ丘・匿名
▽灯油＝入谷・藤田好夫▽ぬいぐるみ
＝入谷・杉本▽タオル一式＝（財）日本
公衆電話会・熊切和義▽紙おむつ＝相
武台・本間康之

競技種目参加者区分

２５�自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・バタ
フライ、１００�リレー

小学１・２年生

５０�自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライ、２００�リレー・メ
ドレーリレー※メドレーリ
レーは５・６年生のみ

 〃 ３・４ 〃 

 〃 ５・６ 〃 

１００�自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・バタ
フライ、２００�個人メドレー、
４００�リレー・メドレーリレー

中学・高校生

５０�自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・バ
タフライ、２００�個人メドレー、２００
�リレー・メドレーリレー
※個人メドレーは一般男女３０歳未
満のみ

一般男女
（３０歳未満）

一般男子
（３０歳以上）

５０�自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・バ
タフライ

４０歳以上の男子、
３０歳以上の女子

競技種目一覧表

　金曜日午前１０時～正午（全４回）
○内　容　①②自分で着よう「浴衣」
（浴衣の着かた）③美しく見せる
「所作」（和装での立ち居振る舞
い）④おいしく入れて味わう｢お茶｣
（日本茶の入れ方）
○対　象　幼児を持つ母親および３０歳
までの女性
○保　育　あり（ ＫＩＤＳ プレイラン

キ ッ ズ

ドに参加、おやつ代４００円）
○講　師　装道きもの学院分院　水無
瀬三晞子さん、煎茶道文人華道清泉
幽茗流　古川純香さん
○定　員　２０人（先着順）
○持ち物　浴衣、肌じゅばん､裾よけ､
半幅帯、筆記用具ほか（浴衣などを
持っていない方は筆記用具のみ）
○受講料　無料
○申込方法　７月１２日までに直接また
は電話で同センターへ

不用品バンク�

◇お譲りします
ＷＯＷＯＷデコーダー、ルームラン
ナー ､ステレオ、ベビー布団、座卓、
スチール製書棚、バランス風呂釜、柔
道着、ピアノ、栗原幼稚園制服・バッ
ク、ベビーベッド、ガスストーブ、ベ
ビーラック、水槽
◇希望します
圧力鍋、ベッド（二段・三段）、ベ
ビーカー（ダブルカー・Ｂ）、乳母
車、ジュニア布団、ベビータンス、布
団乾燥機、パソコン、ミニコンポ、食
器棚、ベビーモニター、ベビーかご、
ハイチェアー、幼稚園制服（豊泉・ひ
ばりが丘）、ファクス付き電話機、空
手用防具、チャイルドシート、冷蔵
庫、テレビ、ミシン、電動ルームラン
ナー、掃除機、折りたたみイス、カ
ラーボックス、８ミリビデオカメラ、
ギター、キーボード、ピアノカバー
（全体用）、タンス、ベビーフェン
ス、自転車（子供用～２７インチ）
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在宅ねたきり老人等

訪問歯科保健診療
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て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
心
身
障
害
者
療
養
受
診

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
続
き
が
不
要
で
す
。

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
と
相
談
▽
持
ち

物
＝
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
と
食
事
・
発
育
状
態
・
し
つ
け
に
つ
い
て
の
相
談
▽
持

ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

と　
　

き

７
月　

日（
金
）

１４

７
月　

日（
金
）

２１

と　
　

こ　
　

ろ

東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

と　
　

き

７
月
５
日（
水
）

受
付
時
間

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

と
こ
ろ

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

診�

査�

健�

康�
問 い 合
わ せ 先

市
民
健
康
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

と　
　

き

７
月
３
日（
月
）

７
月　

日（
月
）

２４

７
月　

日（
火
）

２５

と　
　

こ　
　

ろ

ひ
ば
り
が
丘
・
小
松
原
児
童
館

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
　
　

東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー　
　

診　療�救　急�
�休日診療

◆診療場所　　休日急患センター（市民健康センター１階）
◆内科系・小児科系　問い合わせ先　�０４６（２５２）９０９０
　受付時間　　午 前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分、

午後７時～９時４５分
◆歯科系　　　　　　問い合わせ先　�０４６（２５２）８２１７
　受付時間　　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分

電　話所在地医　院　名診療月日
外科系

０４６ （２５６）５１１１相武台相武台病院７月２日
０４６ （２５６）１１７７入谷井上外科整形外科７月９日

婦人科系
０４６ （２５５） ３５４１入谷金子産婦人科７月２日
０４６ （２５３） ３５１１相武台シロタ産婦人科医院７月９日

耳鼻科系

０４２（７５６）９０００相模原市相模大野相模原南メヂカルセンター
７月２日
７月９日

◆外科・婦人科・耳鼻科系（昼間）
診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

�夜間・深夜診療
　消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９で医療機関を紹介します。
　　　　　　　　　消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）
　　　　　　　　　　　　　�０４６（２５１）５２６３（障害者の方用）
　　　　　　　　　市役所　�０４６（２５５）１１１１（午後１０時まで）
※当番医が変更される場合もありますので、必ず電話で診療時間も
含めて確認してください。

問い合わせ先

検
診胃大

腸乳子
宮

受
付
時
間

午
前
９
時
〜　

時
１１

午
前
９
時
〜　

時
１１

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

※
午
後
１
時
〜
２
時

午
前
９
時
〜　

時
１１

料
金

９
０
０
円

５
０
０
円

３
０
０
円

６
０
０
円

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会

▽
と
き
＝
７
月
５
日（
水
）午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
芹

３０

３０

沢
公
園
芝
生
広
場
▽
対
象
＝
ど
な

た
で
も
▽
定
員
＝
先
着　

人
▽
参

５０

加
費
＝
５
０
０
円（
保
険
料
、資
料

代
）▽
申
込
方
法
＝
電
話
で
�
０
４

６（
２
５
３
）４
７
２
２（
佐
藤
）へ

○
実
践
倫
理 
壮
年
の
集
い

▽
と
き
＝
７
月
２
日（
日
）午
前　
１０

時
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
厚
木

１１

３０

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
▽
内
容
＝

家
庭
教
育
、社
会
教
育
の
講
演
会

▽
対
象
＝　

歳
以
上
の
男
性
▽
参

１８

加
費
＝
無
料
▽
申
込
方
法
＝
直
接

会
場
へ
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
�
０

４
６（
２
５
３
）３
３
４
６（
渡
辺
）

○
さ
が
み
ス
ト
リ
ン
グ
ス

　

弦
楽
合
奏
団
コ
ン
サ
ー
ト

▽
と
き
＝
７
月　

日（
土
）午
後
２

１５

時
開
演
▽
と
こ
ろ
＝
海
老
名
市
文

化
会
館
１
２
０
サ
ロ
ン
▽
入
場
料

＝
無
料
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
さ
が

み
ス
ト
リ
ン
グ
ス
事
務
局
�
０
４

６（
２
５
１
）５
８
７
２（ 
羽  
田 
）

は 

た

○
相
模
原
邦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

第
四
回
定
期
演
奏
会

▽
と
き
＝
７
月
９
日（
日
）午
後
２

時
開
演
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
▽
内
容
＝ 
箏 
、尺
八
、

そ
う

 
琵  
琶 
な
ど
に
よ
る
現
代
邦
楽
演
奏

び 

わ

▽
入
場
料
＝
１
０
０
０
円
▽
問
い

合
わ
せ
先
＝
�
０
４
２（
７
４
６
）

５
９
９
８（
西
谷
）

○
栗
原
ホ
ー
ム
バ
ザ
ー

▽
と
き
＝
７
月
８
日（
土
）午
前　
１０

時
〜
午
後
３
時
▽
と
こ
ろ
＝
栗
原

ホ
ー
ム（
栗
原
中
央
６
ノ
１
ノ　

）
１８

▽
内
容
＝
家
庭
雑
貨
、衣
類
、お
年

寄
り
の
手
作
り
作
品
な
ど
の
販
売

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
栗
原
ホ
ー
ム

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
�
０
４
６（
２
５

１
）１
１
６
６
（
中
津
川
）

○
県
立
栗
原
高
校

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

▽
と
き
＝
８
月
７
日（
月
）〜　

日
１１

（
金
）（
全
５
回
）午
後
１
時
〜
３
時

▽
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
入
門
、ワ
ー

プ
ロ
ソ
フ
ト
の
使
い
方
▽
定
員
＝

　

人（
多
数
抽
選
）▽
費
用
＝
３
０

２００
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）▽
申

込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
〒

２
２
８
│
０
０
１
３
市
内
栗
原
２

４
７
８
県
立
栗
原
高
校
ま
で（
７

月　

日（
水
）消
印
有
効
）▽
問
い

１９
合
わ
せ
先
＝
同
校
�
０
４
６（
２

５
３
）２
９
２
０（ 
角  
田 
）

か
く 

た

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
座
間
第
一
団

　

団
員
募
集
説
明
会

▽
と
き
＝
７
月　

日（
日
）午
前　

１６

１０

時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
市
公
民
館

▽
対
象
＝
座
間
・
入
谷
・
立
野
台
・

中
原
小
学
校
区
の
幼
稚（
保
育
）園

年
長
以
上
の
男
女
▽
問
い
合
わ
せ

先
＝
�
０
４
６（
２
５
５
）１
９
８

５（
倉
田
）

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
座
間
第
二
団

　

団
員
募
集
説
明
会

▽
と
き
＝
７
月　

日（
日
）午
前　

２３

１０

時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
北
地
区
文

化
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
相
武
台

東
・
相
模
が
丘
・
相
模
野
小
学
校
区

の
幼
稚（
保
育
）園
年
長
以
上
の
男

女
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
�
０
４
６

（
２
５
４
）０
６
８
７（
原
）

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
座
間
第
三
団

　

団
員
募
集
説
明
会

▽
と
き
＝
７
月　

日（
日
）午
前　

２３

１０

時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
東
地
区
文

化
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
栗
原
・
中

原
・
東
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
旭
小
学

校
区
の
幼
稚（
保
育
）園
年
長
以
上

の
男
女
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
�
０

４
６（
２
５
１
）２
３
７
０（
鈴
木
）

○
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

〜
う
ど
ん
づ
く
り
〜

▽
と
き
＝
７
月　

日（
金
）午
前　

２１

１１

時
〜
午
後
１
時
▽
と
こ
ろ
＝
市
民

健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
小
学
生

以
上
の
親
子
▽
定
員
＝
先
着　

組
２０

▽
費
用
＝
３
０
０
円（
材
料
費
）▽

申
込
方
法
＝
電
話
で
�
０
４
６

（
２
５
１
）６
４
２
７（
金
子
）へ

○
映
画「
学
び
座
ー
ソ
ー
ラ
ン
の

歌
が
聞
こ
え
る
ー
」上
映
会

▽
と
き
＝
７
月　

日（
土
）午
前　

２２

１０

時
〜
、午
後
６
時　

分
〜（
２
回
上

３０

映
）▽
と
こ
ろ
＝
市
民
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
▽
費
用
＝
大
人
１
０
０

０
円
、子
供
６
０
０
円
▽
問
い
合

わ
せ
先
＝
�
０
４
６（
２
５
１
）０

５
４
０（
竹
内
）

み
ん
な
の�

広
場�

４
カ
月
児

健
康
診
査

８
〜　

カ
１０

月
児
健
康

診
査

１
歳
６
カ

月
児
健
康

診
査

３
歳
６
カ

月
児
健
康

診
査

な
か
よ
し

ベ
ビ
ー
ク

ラ
ス

母
親
父
親

教
室

街
頭
献
血

▽
と
き
＝
７
月　

日（
火
）午
後
１
時
〜
２
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

１８

民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成　

年
３
月
生
ま
れ

１２

　

市
で
は
、
指
定
相
談
医
を
定
め
、
無
料
で
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
医
療
機
関
へ
電
話
連
絡
の
上
、
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
に
な
り
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
科
▽
と
こ
ろ
＝
指
定
医
療
機
関
▽
対
象
＝
平
成　

年　
１０

１２

月
生
ま
れ
◆
歯
科
▽
と
き
＝
７
月　

日（
水
）、　

日（
水
）い

１２

１９

ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康

３０

１０

３０

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成　

年　

月
生
ま
れ

１０

１１

▽
と
き
＝
７
月　

日（
火
）午
後
１
時
〜
２
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

１１

民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成
９
年
１
月
生
ま
れ
▽
持
ち

物
＝
母
子
健
康
手
帳

▽
と
き
＝
７
月　

日（
月
）午
前　

時
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ

１０

１０

１１

３０

＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
新
し
い
お
友
達
を
つ
く
り

た
い
保
護
者
の
た
め
の
教
室
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
い
遊

び
を
し
ま
す
▽
対
象
＝
生
後
３
カ
月
〜
４
カ
月
児
を
持
つ
保

護
者
▽
定
員
＝　

人
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

３０

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
講
師
＝
歯
科
衛
生
士
、

栄
養
士
、
保
健
婦
▽
対
象
＝
初
め
て
出
産
す
る
方
で
妊
娠　
１６

週
以
降
の
方
と
そ
の
夫
▽
受
講
料
＝
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）
▽
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
▽
申
込
方
法

＝
７
月
６
日（
木
）ま
で
に
電
話
で
担
当
へ

▽
と
き
＝
７
月　

日（
金
）▽
と
こ
ろ
＝
相
武
台
前
駅
▽
受
付

１４

時
間
＝
午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時　

分
▽
主
催

１０

３０

＝
座
間
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と　
　

き

７
月
７
日（
金
）

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

７
月　

日（
月
）

１０

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

７
月　

日（
土
）

１５

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

７
月　

日（
月
）

１７

午
後
２
時
〜
４
時

７
月　

日（
土
）

２２

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

内　
　

容

自
己
紹
介
、妊
婦
体
操
、

妊
娠
中
の
過
ご
し
方

妊
娠
中
の
歯
の
衛
生
、

赤
ち
ゃ
ん
の
衣
類

疑
似
体
験
、先
輩
マ
マ

に
聞
く「
子
育
て
」

妊
娠
中
の
栄
養

赤
ち
ゃ
ん
の
も
く
浴
、

こ
れ
か
ら
に
向
け
て

こ
ん
に
ち
は�

赤�

ち
ゃ
ん�

 大  � 　 龍 世   ちゃん
おお たか りゅう せい

Ｈ１１．１１．２４生まれ　男
ひばりが丘５丁目

 佐 藤
さ とう

   　 紅 実   ちゃん
く み

Ｈ１１．１１．１生まれ　女
座間１丁目

 桜  井 　 綾 乃   ちゃん
さくら い あや の

Ｈ１１．８．３０生まれ　女
ひばりが丘５丁目

○対　象　市内在住の４０歳以上の寝たきり
状態の方
○実施方法　申請に基づき保健婦の訪問調
査などとともに、訪問診療の必要性につ
いて判断します
○費　用　訪問診療・治療を受けた場合は、
保険診療の自己負担分をお支払いいただ
きます
（訪問調査は
　無料）
担当　
市民健康課
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